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　　　　 第１号様式（第７条関係）

認 証 番 号

一人ひとりの環境問題への対応が、お客様から選択されるための重要な
評価基準であるという認識と責任意識をもって、商品の販売及び飲食の
提供に係る全ての事業活動の環境影響を低減するために、法令・その他
規制を受ける事項を順守するとともに、環境マネジメント活動を推進し
て地球環境との調和を目指す。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

（1）省ｴﾈﾙｷﾞｰ　　・電力消費量削減
（2）省資源　　　・コピー用紙使用量削減　・手付き袋の使用量削減
（3）廃棄物　　　・廃棄物処分量の削減　　・食品ﾘｻｲｸﾙ率の達成及び向上
（4）地域社会との環境調和　　・駅構内・駅周辺の清掃

（ 宛 先 ） 京 都 市 長

報告者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　平成27年 7月 30日

当社における活動及び商品の販売･飲食の提供･ｻｰﾋﾞｽに適用する

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

ＫＥＳ（環境マネジメントシステムスタンダート）【認証番号Ｋ
ＥＳ２-０１７１】は2012年10月末をもって継続更新はいたしませ
んでした。理由は業績不振に伴う経費削減と作業労務が過大で
あったため

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

年首にあたり、上記取組内容の具体的な数値目標を設定し、毎月
ごとに実績値を計測している。半期に1度、環境委員会を開き、結
果の検証・評価を行い目標値の修正等を行っている。
(目標値）
・電力消費量営業面積当り1%削減　・ｺﾋﾟｰ用紙の使用量1%削減
・手付袋使用量1％削減 ・食品ﾘｻｲｸﾙ率45％　･廃棄物1%削減

環境マネジメントシステム導入報告書

株式会社ジェイアール西日本伊勢丹環境方針

報告者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）
株式会社ジェイアール西日本伊勢丹
代表取締役社長　　　　　瀬良　知也

　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。

導 入 年 月 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009　年　7　月（改定日2013年4月）　　　　　　　　　　　　　　　　 　

注　認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

（株）ジェイアール西日本伊勢丹は，企業理念に基づき，地球温暖化防止京都会
議の原点である京都を起点とした地域社会への貢献を図る一環として，また東日
本大震災の諸情勢を踏まえて，お客様並びに地球環境に配慮した「持続可能な循
環型社会」の構築に向け，永続的百貨店事業を行うため，環境方針を定める。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

事業活動に係る法令の遵守できている。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

各項目目標値に対し、達成度95％～115％で推移。従業員の地球環境への
配慮・意識づけが、できてきている。

基 本 方 針


